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双葉地域農用地利用改善団体連絡協議

会では 11 月 28 日富岡町分化交流センタ

ーで平成 19年度の集落営農研修会を開催

しました。対象は集落営農に取り組んで

いる約１００名が出席しました。最初に、

会長：山田四郎氏により年々厳しさを増

す農業・農村を取り巻く環境の中で、双

葉地域の農地と農業を守り、地域農業の

発展をするために当協議会が設立され、

今後、各農用地利用改善団体の活発な組

織活動ができうるよう力強いあいさつを

しました。 
今回の研修会は集落営農への理解を一

層深め、取り組みを一段と加速し農業・

農村の維持発展につなげることを目的と

して開催されました。 

 

【講演課題】 

「これからの農業をみんなで考えよう」 

～集落営農の考え方と進め方～  
 
 
 
 
 
  
講師 兵庫県立農林水産技術総合センタ

ー 専門技術員 森本秀樹氏 

 ≪講演内容≫ 

地域農業の現状と課題について、担い手

不足や遊休農地の増加に加え品目横断的

経営安定対策が始まり、これから１０年

後、２０年後を考えて地域担い手の育成

や集落営農の必要性、目的についてどう

対応していくべきか話されました。その

中で、「地域の農業・農地・農家を守る

ための危機対応」の必要性と、「話し合

える場」として農用地利用改善団体の役

割が大であること。地域の農業を活力あ

るものにするためには、集落営農は出発

点である。担い手の育成には営農の課題

を明確にし、収益性・持続性を高め、企

業的営農組合へとステップアップするこ

とが大切です。これらの課題を組合員全

員が認識し、目標に向けて活動が展開で

きることが必要です。そのためには常に

活動を検証し、新しいビジョンを持って

のぞむ事の必要性を再認識することが成

功の秘訣です。集落営農とは“自らが地

域の問題点に立ち向かい、自ら行動する

こと、そしてそれを支える関係機関や集

落リーダーの連携と役割が必要である

“と実例を踏まえて熱心に講演されまし

た。 

平成１９年度双葉地域

集落営農推進研修会 
日時：平成１９年１１月２８日

場所：富岡町文化交流センター  
ＪＡふたば  木口 一郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＡグループ福島県域営農センター・福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 
（福島市飯坂町平野字三枚長１－１ ℡ ０２４－５５４－３０７２ Ｆａｘ０２４－５５４－６０２２） 

http://www.fs-suishin.jp/04_doc/04_vision.html 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
昨年７月に設立したＪＡ出資法人（みらいア

グリサービス（株））ではこれまでに品目横断

的経営安定対策の受け皿や農業経営、特定農作

業受委託、オペレーター雇用や農産物の加工販

売、農作業労働力斡旋等の事業の他、遊休農地

利活用の事業も展開しています。 
今回、ＪＡ子会社の、農業生産法人みらいア

グリサービス（株）では管内の遊休農地を利活

用し、地元企業などと連携した契約栽培の野菜

を使った地産地消商品化に向けた新たな取り

組みが進められています。 
１２月１８日には、遊休農地で栽培された人

参を使った「いか人参」の試食会がＪＡ伊達み

らい本店で行われました。 
 この取り組みは、ＪＡが進める「農地保有合

理化事業」の一環で、遊休農地を利活用し、地

産地消に向けて商品化を図るもので、今回は、

ＪＡ全農福島の担い手対策支援事業を活用し

て人参を栽培し伊達市梁川町で漬物の製造販

売を行う有限会社梁川丸公、ＪＡ全農福島と連

携して商品化しました。 
 

 「いか人参」の試食を行った「遊休農地利活

用事業連携商品試食会」では、大橋信夫同ＪＡ

組合長、佐藤昭元同専務(みらいアグリサービス

(株)代表取締役社長)、永石正泰ＪＡ福島中央会

技術常任参与、石幡弘実ＪＡ全農福島営農事業

所長、八巻巖(有)梁川丸公取締役会長ら関係者

１７人が出席して盛大に行われました。大橋組

合長は、「地場産人参で、松前藩と縁の深い、

いか人参を遊休農地利活用に向けた大きな一

歩にしたい」と期待を寄せて挨拶をされました。

「昔ながらの人参の風味が生きた美味しい、い

か人参に仕上がった」と、関係者らは、出来上

がったばかりの「いか人参」を試食しました。 

着々と動き始めた“ＪＡ出資

法人（みらいアグリサー

ビス（株））”が新たな取

り組みに挑戦！！ 
みらいアグリサービス（株）では、今年度人参

の他、遊休農地を活用し、加工トマト、青菜等

の契約栽培も実施しました。 

 
みらいアグリサービス(株)代表取

締役社長（ＪＡ伊達みらい専務理

事）   
佐藤 昭元 

ＪＡ伊達みらいは今後、販売先を確保出来る

契約栽培の普及を進めていく方針で、農家経営

の一助となる栽培品目拡充を図る対策として

も期待が高まっています。 
 

 
 

（試食会の様子） 
 
 

「いか人参の由来」 
「いか人参」は、北海道松前藩が、幕命で梁川

の地に移封された際、松前藩士が古里を偲んで

松前特産の真イカと梁川産の人参を漬け込ん

で味付けしたものと言われています。この時期

には欠かせない福島の郷土料理として、多くの

人に愛されています。 
 

 
 （販売開始されたいか人参） 
 
 


